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くすりのなまえ　
第１２回　 蛋白同化ホルモン剤
　あまり薬としては聞きなれないものになります。蛋白同化ホルモン剤は男性ホルモンがもっている男性化作用を弱め、蛋白同化作用のみを強めたくすりです。蛋白同化作用とは、アミノ酸（タンパク質の原料ですね）からタンパク質を合成することをいいます。“同化”を対になる言葉は、“異化”です。異化とは物質を分解してエネルギーを得ることです。同化と異化を合わせて“代謝”といいます。代謝は英語に直すとmetabolism
になり、最近流行りの“メタボ”の語源になります。
　ずいぶん回りくどくなりましたが、体を作っているタンパク質を作る力が増すため、再生不良性貧血や慢性腎疾患，悪性腫瘍，外傷，熱傷による消耗状態、骨粗鬆症に使います。当院に採用されている蛋白同化ホルモン剤は、「プリモボラン錠」です。
　医薬品の話はさておいて、蛋白同化ホルモンは違うところで使われています。それが、ドーピングです。上でも書いたように、タンパク質を作る作用があるため筋肉増強剤に使われます。蛋白同化ホルモンによるドーピングは、1988年ソウルオリンピックで、ベンジョンソンがこの種の薬物を使用していたとして、金メダルがはく奪されてから有名になりました。ドーピングが禁止されているのは、スポーツマンシップの精神からだけではなく、副作用の存在もあります。蛋白同化ホルモンでは、肝臓・循環器系への障害、発達障害が認められています。あまり大きくは報道されていませんが、今回の北京オリンピックでも、すでに初日で40人強の選手がドーピング違反になっています。
ドーピングの歴史は古く、1800年代に興奮剤の使用が認められています。興奮剤は、スポーツの試合中に興奮効果をもたらし、普段の実力以上の効果を発揮させる目的で使用されていました。興奮剤の一種であるアンフェタミン（覚せい剤）の過量投与により、選手が死亡してしまう事件も起きています。蛋白同化ホルモン（筋肉増強剤）によるドーピングは1950年代後半に開始されたといわれていますが、検出が困難だったため、検査されるようになったのは1976年からです。ドーピング検査が開始されてから、ドーピングの種類と検査のいたちごっこが続いています。現在では、自己血や輸血を用いた血液ドーピング、遺伝子を操作する遺伝子ドーピングなども認められています。
ドーピングに引っ掛かるような禁止薬物は、日本アンチドーピング機構のホームページに詳しいリストが掲載されています。禁止薬物の中には、薬局などで売っているかぜ薬の成分に入っているようなものや、医療では一般的に使用されているものも入っています。
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今回は少しくすりの話からはそれてしまいました。次回は、小児に使われる薬です。
薬剤師　樋口 昇大　

コーヒーブレイク





左のマークは、日本アンチドーピング機構によって禁止薬物が含まれていないと認定した商品に付けられるマークです。健康食品やスポーツドリンクなどに付けられているので、目にする機会が多いのではないでしょうか。








